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中野区立中野第一小学校長 戸﨑 晃

【 教育基本法 】

教育の目標（第２条）

一 幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健

やかな心身を養うこと。

二 個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，

職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。

三 正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的に

社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと。

四 生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと。

五 伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国際

社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

学校教育（第６条２）

前項の学校においては，教育の目標が達成されるよう，教育を受ける者の心身の発達に応じて，体系

的な教育が組織的に行われなければならない。この場合において，教育を受ける者が，学校生活を営む

上で必要な規律を重んずるとともに，自ら進んで学習に取り組む意欲を高めることを重視して行われな

ければならない。

家庭教育（第１０条）

父母その他の保護者は，子の教育について第一義的責任を有するものであって，生活のために必要な

習慣を身に付けさせるとともに，自立心を育成し，心身の調和のとれた発達を図るよう努めるものとする。

【 中野区教育大綱 】（平成 29年 3月 中野区長策定）

➢ 中野の教育がめざす人物像

・自らの力で道を切り拓く，進取の気概を持った人

・多様な人間性を認め合い，思いやりにあふれる人

・公徳心に富み，社会に役立つ人

・家族，わがまち，そして自らの祖国を愛する人

➢ 中野の教育のありかた

◆未来を拓く力を育む教育

◆多様性を理解し，自他を認め合う社会を目指す教育

◆主体的な健康づくり・スポーツ実践に結びつく教育

◆社会を築く力を育む教育

◆確固とした価値観を育む教育
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【 中野区教育ビジョン（第３次） 】 中野区教育委員会 平成29年 5月

➢ 教育理念

「一人ひとりの可能性を伸ばし，未来を切り拓く力を育む」

◆子どもたちは自分の可能性を伸ばし，豊かな人間性・社会性や確かな学力，健康・体力などの

「生きる力」を身に付けている

◆一人ひとりが自立し，地域社会の一員として，生きがいをもって生活をしている

➢ 目指す人物像

◆自らの力で道を切り拓く，進取の気概を持った人

◆多様な人間性を認め合い，思いやりにあふれる人

◆公徳心に富み，社会に役立つ人

◆家族，わがまち，そして自らの祖国を愛する人

➢ 教育理念を実現するための視点

①「知」，「徳」，「体」のバランスのとれた教育

②自ら考え，学び，行動する人材を育成する教育

③一人ひとりを大切にする教育

④幼児期からの連続した教育

⑤家庭・地域・学校の連携による教育

【 令和４年度中野区立学校教育における学校教育の指導目標 】

Ⅰ 指導目標

２０２０年に感染拡大した新型コロナウイルスの影響を受け，社会構造や生活様式が急速に変化する

中，不安や悩みを抱える児童・生徒が増加することが懸念される。

また，これからの社会を生きていく子どもたちには，一人ひとりが自分のよさや可能性を認識するととも

に，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越

えていく力を身に付けさせる必要がある。このことは豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手を

育成することにつながる。

そこで中野区立幼稚園及び小・中学校（以下「学校」と表記する。）では，子どもたちの安全・安心を守

るとともに，「一人ひとりの可能性を伸ばし，未来を切り拓く力を育む」という中野区教育委員会の教育理

念のもと，豊かな心，確かな学力，健やかな体からなる「生きる力」をバランスよく育む教育を推進する。

Ⅱ 基本方針

１ 生命を大切にし，人権を尊重する教育の充実

学校の教育活動全体を通して，生命を尊重し，心身ともに健康に生活する態度を育てる。

（１）生命の大切さや尊さ，生きることのすばらしさを理解し，自己肯定感や自己有用感を高めるとともに，

一人ひとりのよさや多様性を認め，かけがえのない自他の生命を尊重する態度を育てる。

（２）性別，人種等の違いや感染症に関する偏見や差別をなくし，一人ひとりの人権を大切にする心を育

て，主体的に社会に関与する態度を育てる。



（３）一人ひとりに応じた適切な指導及び必要な支援を行うとともに，障害のある幼児・児童・生徒等への

理解を深め，共に学び合い生活する中で，共生社会の基盤となる資質や態度を育てる。

２ 生きる力を育む教育の推進

学校の教育活動全体を通して，家庭や地域と連携を図りながら，変化の激しい予測困難な社会におい

て，よりよい社会の創り手となるために必要な知・徳・体の力をバランスよく育む。

（１）基礎的・基本的な内容の確実な定着を図り，一人ひとりのよさや可能性を伸ばす教育を一層充実さ

せる。

（２）個別最適な学びと協働的な学びのそれぞれを一体的に充実し，「主体的・対話的で深い学び」の実

現を図り，一人ひとりの資質・能力が確実に育成できる教育を実現する。

（３）体育・健康に関する指導を一層推進し，体力向上や自ら健康を保持増進する意識・実践力を育てる

とともに，心と体の健康づくりに主体的に励む態度を育てる。

（４）幼児期から小・中学校までの１５年間の発達・成長を見据えて，幼稚園・保育施設等，小学校及び中

学校が教育内容や指導方法等について相互に理解を深めるとともに，幼児・児童・生徒の交流等の

機会を充実させながら学校段階間の円滑なカリキュラムの接続を図る。

（５）多文化共生社会の一員として必要な国際感覚，やさしさや思いやりの心，公徳心，正義感などを養

い，主体的に自らの生き方を考える態度を育てるとともに，そのような社会の中で生きる豊かな人間

関係を築く力を育む。

（６）カリキュラム・マネジメント等の視点を生かし，児童・生徒及び学校の実態に応じた授業の改善に努

め，地域・家庭との連携し，社会に開かれた教育課程の実現を図る。

Ⅲ 令和４年度の重点

１ 豊かな心を育む教育の充実

発達の段階に応じて人権教育及び道徳教育を一層充実させ、自他の生命を相互に尊重し合い、多様

性を認め合いながら共に生きていこうとする豊かな心の育成及び人間関係づくりに努める。

２ 安心して学ぶことのできる学校生活の実現

子どもたちの不安や悩み寄り添い、担任、養護教諭、スクールカウンセラー等による組織的な相談体制

を充実させるとともに、学校が子どもたちが安心して過ごせる環境（居場所）づくりを推進する。また、さま

ざまな理由で学校に通うことのできない児童・生徒に対しては、オンライン等を十分に活用した学習保障

や相談体制を構築するなど、すべての子どもたちが安心して生活できるよう努める。

３ いじめに対する組織的対応の強化

いじめの未然防止に向けて道徳教育の充実や体験活動の一層の推進を図り、豊かな人間性や社会

性を育むとともに、一人ひとりの心に寄り添ったきめ細やかな指導を徹底し、いじめの早期発見・早期対

応を継続的・組織的に行う。また、可視性が難しいネットいじめは、早期発見が困難な状況にある。情報モ

ラル教育の充実を図るとともに、家庭に対する相談窓口等に関する情報提供や啓発をより一層強化し、Ｓ

ＯＳの出し方に関する教育の充実を図る。

４ 一人ひとりの能力を最大限に伸ばす教育の実現

一人１台端末や学校の高速大容量のネットワーク環境を最大限に活用して、一人ひとりの児童・生徒

の学習状況に合わせた指導の個別化と学習の個性化による「個別最適な学び」と、探究的な学習や体

験活動等を通した「協働的な学び」のそれぞれを充実させ、主体的・対話的で深い学びを推進することに

より、児童・生徒の力を最大限に引き出す教育を実現する。



５ １５年間の学びの連続性の確保

「中野区の保幼小中連携教育」の計画に基づき、これまで取り組んできた、公私を越えた保幼小連携

や、各中学校区における小中連携を一層充実させ、幼児・児童・生徒の交流や教員の相互理解を促進す

るとともに、知・徳・体と特別支援教育の４つの視点による、保幼小中の学びの連続性に着目したカリキュ

ラムの連携研究を推進していく。各校においては、各学校段階における発達の段階や学びの連続性を踏

まえた系統的な教育課程を編成し、意図的・計画的・具体的な教育活動を展開する。

６ 社会に開かれた教育課程の実現

幼児・児童・生徒や学校、地域の実態に応じて、家庭地域をはじめ学校を取り巻く社会との連携を図り

ながら、これまで培ってきた教育活動を継続・発展させていくとともに、新しい時代に求められる資質・能

力の育成に向けて、地域資源の活用や外部機関と連携した学習内容を展開するなど、社会に開かれた

特色ある教育活動が展開できるよう創意工夫のある教育課程を編成する。

７ 多文化共生社会で活躍する人材の育成

外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的に外国語を用いてコミュニケーションを図る

ことができるよう、小学校・中学校間の接続を意識した積極的な授業改善に努めるとともに、外部人材の

活用や体験活動の促進等により意欲の向上を図り、多文化共生が進んだ社会の様々な場面で必要とな

る外国語によるコミュニケーション能力の向上に努める。

８ 健やかな体と健康で安全に生活する力の育成

望ましい生活習慣や運動習慣の確立と体力・運動能力の向上に向けた取組を充実させるとともに、児

童・生徒が感染症等について正しく理解し主体的に健康管理に努めるなど、生涯を通じて心身ともに健

康な生活を送るために必要な資質・能力の育成に努める。

【 学校名に込められた思い 】（平成31(2019)年４月１日統合により開校）

(1) 「一」は，すべての始まりである。桃園小学校と向台小学校の統合新校である中野第一小学校がこ

こから始まり，歴史を積み重ねていって欲しいという願いを込めた。

(2) 「一」には，物事を一つにする・まとめるという意味がある。二つの学校を支える地域が一つになり，

力を合わせて欲しいという願いを込めた。

(3) 「一」に，オンリーワン・ナンバーワンに成長して欲いという思いを込めた。子どもたち一人一人が中

野から世界に羽ばたき活躍して欲しい。

【 学校に求められる価値 】

学校は教育活動を行う場であり，学校の中心はもちろん子供である。と同時に，学校に関わる保護者，地

域の方，教職員の思いを実現する場でもある。それぞれが学校にどんなことを求めるのか，どんな価値を見

出そうとするのかを明確にして教育活動を行うことが，学校・保護者・地域が一体となって子供の健やかな

成長を実現する上で必要であると考える。



子供が求めるもの

(1) 楽しさ 人とかかわる／つながりを深める／新しいことを知る／力を発揮する／知識欲

(2) 嬉しさ できる わかる／わかってもらえる／ほめてもらえる／友達が増える

(3) 安心 居場所がある／認めてもらえる／仲良く過ごせる／自尊感情／互いに尊重する

(4) 達成感 やり遂げた／協力できた／自分の成長を感じる／自己肯定感

(5) 将来像 目標・憧れの上級生の姿／尊敬できる先生・大人／自己の未来像

保護者が求めるもの

(1) 安心 友達と仲良くしている／楽しく通っている／安全である／健康である

(2) 子の成長 学力の定着・向上／生活習慣／規律／規範意識／自己表現／社会性

(3) 信頼 先生が子供を理解している／相談できる／対応してくれる／連絡してくれる

(4) 自己実現 自分の活動が子供・学校の役に立った／子供のための家庭教育の改善

(5) 協働 保護者・地域とのつながりの増加／学校・保護者・地域の同方向の教育支援

地域が求めるもの

(1) 児童の成長 礼儀／社会性／楽しそうな姿・笑顔／伝統を受け継ぐ心／地域を愛する心

(2) かかわり 児童との交流・見守り・導き／他者との出会い・交流の深まり

(3) 地域の中核 地域をつなぐ場／活気／まつり／スポーツ大会／避難所／我が学校／地域活性

(4) 自己実現 自分の活動が子供・学校の役に立った／生きがい

(5) 活用の場 体育館開放／校庭開放／施設利用／植物・自然・やすらぎ

教職員が求めるもの

(1) 児童の成長 学力の定着・向上／生活習慣／規律／規範意識／自己表現／自己決定／社会性

(2) 自己実現 挑戦・実践・生きる企画／自己有用感／児童の成長／教育指導効果 ／運営参画

(3) 資質向上 指導力向上／研究・研修／児童理解の深化／適切・有効な対応／分掌

(4) 職場環境 安心／相互理解・信頼／語り合い・認め合う／学び合い／新しい取組・チャレンジ

(5) 協働 保護者・地域との相互理解／同じ方向性／連携・信頼／地域力の活用

二つの伝統

○ 桃園小学校「五つの教え」
「感恩」 相手から受けた恩をありがたいと思うこと

「誠実」 言動に嘘やいつわりがなく正しいことができること

「自立」 自分の力で物事をやっていくこと

「沈着」 常に落ち着いて行動ができること

「規律」 規則正しく，決まりを守っていけること

○ 向台小学校「学校教育目標」

平成４年度制定 平成３年度まで

考える子 自分の考えをもって進んで実行する子ども

思いやりのある子 個性を伸ばし，心の豊かな子ども

元気な子 いのちをだいじにし，丈夫な体をつくる子ども

（該当なし） 知ろうとつとめ，ねばり強く学ぶ子ども

（該当なし） きまりを守り，たがいに生かしあう子ども


